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本論文は第二共和政期(一九三一ーー一九三六)における
スペイン・ファシズムの思想と運動を考察し、それによってスペイン・ファシズムの特徴を明らかにすることを目的としている。スペイン・ファシズムがどのような諸前提のもとに形成されていき、どのような展開を辿ったのか。また、スペイン・ファシズムはいかなる 構造に って構成されていたかを明らかにしようと試みた。
まず、本論文の方法と目的を確定した上で論を展開して
いる。具体的には、方法とし スペイン・ファシズム勢力を「ファランヘ」に設定し、この「 ランヘ」における思想と運動の両方で重要な位置を占めた ランヘ・リーダーであるホセ・アントニオ・プリモ・デ・リベ
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の思想と行動を考察する。目的として、両者の思
想の底流にある理念を抽出するとともに、その思想を再構成することによってスペイン・ファシズムの思想的特徴を明らかにする。
第一章では、スペイン・ファシズムを考察する上で前提
となる政治・社会・思想の状況を整理した。まず、スペイン・ファシズムが強調したナショナリズムの意味を考えるために、一九世紀から二
O
世紀にかけてのスペイン・ナ
ショナリズムと国民国家スペインの展開を概観する。次に「米西戦争」以降、スペイン社会を覆っていた「ペシミズム」を一掃し、スペインの絶対的な肯定を声高に主張ホセ・マリア・サラベリ
l
ア
C o m b
冨
ωユ
ω
白 色
m W 4 0
目
E W H
∞ 斗 ∞
- 5 8 )
のナショナリズムの思想を見る。その後、スペイ
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ンは王政復古体制が崩壊し、プリモ・デ・リベ
l
ラ独裁体
制(一九二三!一九三
O )
に入るが、その成立に至る社会
状況と保守層の主張を一九二二年のムッソリ
l
ニの政権掌
握と絡めて考察する。最後にプリモ独裁のイデオロギーを確認するために労働大臣として政権に携わったエドゥアルド・アウノス(間島ロ
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ポラテイズム構想を分析している。
第二章においては、第二共和政期のファシズム運動を時
系列的に把握していき、スペイン・ファシズムがどのような中で形成され、いかなる展開を辿ったのかを考察した。第二共和政が成立するとプリモ独裁の合法性が問題視され、その政治責任が追及された。この過程で、一九三
O
年に死
去したプリモ・デ・リベ
l
ラ将軍の政治を擁護するために
その息子 ホセ・アントニオ・プリモ・デ・リベ
l
ラは政
治の世界へと入っていく。他方、レデスマは政治集団「国家の征服」
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ナル・サンディカリスト攻撃評議会)を結成 、運動を展開していった。一九三三年にホセ・アントニオはファランヘ・エスパニョ
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を創立し、ファ
シズム運動を開始する。その後まもなくこのファランへh o z
∞は合同するも、ホセ・アントニオとレデスマは運
動方針をめぐって対立し、レ スマが離脱していくことに
なる。最後に、こうした状況において、運動としてのスペイン・ファシズムがどのような意味を持っていたのかを考察した。
第三章と第四章は思想としてのスペイン・ファシズムの
特徴を明らかにするためにレデスマとホセ・アントニオのファシズム思想を分析している。
第三章ではレデスマの「古きものの打破と新しきものの
賞賛」と「国民国家」回己主。ロ宮古口包の創出 い 彼の思想の二つの主題の意味を解き明かすとともに、「国民国家」創出に障害となったカタル
l
ニャ・ナショナリズム、
自由民主主義国家、カトリック教会そしてマルクス主義を「国民国家」の四つの「敵」として設定して詳細に検討していく。それによって、スペイン・ファシズム思想のひとつの特徹を明らかにした。第四章ではホセ・アントニオの思想を個人と国家の関係、
ナショナリズム論、社会問題に対する対応という三つの領域から考察することにより、彼の言説 理念的、核心的要素である「調和」の理念を抽出し、スペインにおけるファシズム思想のもうひとつの特徴 提示した。
第二共和政期におけるスペイン・ファシズムの思想と運動
以上のことを踏まえて、終章において以下のことを結論
づけた。スペイン・ファシズムの思想は大衆動員を図りながら「国民国家」の創出を目指すレデスマのファシズムと、「調和」という理念の下に「運命共同体」を構築しようとしたホセ・アントニオのファシズムとが並立した。だが、結果的に、思想的にも運動的にも第二共和政期におけるスペイン・ファシズムは、レデスマの「強硬なファシズム」ではなく、ホセ・アントニオの「柔軟なファシズム」 帰着したのである。
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審査報告
(主査)専修大学文学部准教授(副査)専修大学文学部教授(副査)茨城大学人文 部教授
日暮美奈子近江吉明深海安博
審査委員会は、提出された本論文を問題関心・研究の先
進性、論文構成の説得性、研究の到達点、史料・文献収集の広さと実証性、将来展望の観点から審査した。また、口述試験において、直接、請求者本人より上記の審査観点について 判断材料を得た。一問題関心と本研究の先進性について
これまでのファシズム研究において ファシズムの一
般性が議論の焦点とされてきた。一九二
01
三
0
年代にイ
タリア、ドイツなどヨーロッパ各地では ムッソリ
i
ニ 、
ヒトラーらを指導者とする反民主主義的大衆運動が広がった。これらは イデオロギーと様式において確かに類似性、共通性を有するものの、個々の思想・運動・支配体制として見た場合、多様な形態を示していた。その個別性は、ファシズム研究の広がりと深化に伴ってますます明らかなり、ついには
G
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ダイスのように一般概念として
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のファシズムを否定する研究者もあらわれた。
このような議論にたいして、論者は、ファシズム研究に
おける国際的視野の有効性と、ファシズム概念の一般性がもちうる意味を重視する立場に立ち、第二共和政期スペインのファシズムの思想と運動の解明に取り組んだ。その際、主として一九九
0
年代以降あらわれた新しいファシズム理
解を参照しつつ、スペイン・ファシズムの地域的特性を明らかにしてきた個別研究の成果を批判的に取り入れている。
その結果、本論文では次 問題視角が特徴的にあ
らわれている。第一に、ファシズムを単な デマゴギーとしてではなく、一貫性をもっ独自 思想とみなすと もに現状打破を志向す 積極的な性格を有する運動として位置づけている点である。ファシズムはイデオロギー面でも運動体としても、しばしば場当たり的で矛盾だらけであると考えられてきた。だが、論者はそう た因習的なファシズム評価を果敢に打ち ろうとしている。そして第二に、前述の特徴がとりわけスペイン・ファシズムにおいてどのようにあらわれたのかを、レデスマ ホセ・アントニオの思想と行動 分析 つうじ 明 かに ようとした点 あ 。これは、スペイン・ファシズムを一般性 独自性の両面から捉えようとする、方法論の点からも意欲的な試みであるといえる。このように、本論文には先行研究の問題点を克服し、かつ新たな領域を開拓しよ とする先進性がはっき
りとあらわれている。二論文構成の説得性と研究目的の到達点について
本論文は、序章および終章、そして本論部分四章から成
り立っている。序章第一章第二章第三章第四章
終
章
スペイン・ファシズムの諸前提第二共和政期におけるスペイン・ファシズムの展開ラ ミ
l
ロ・レデスマ・ラモスとスペイン・ファシ
ズ ムホセ・アントニォ，プリモ・デ・リベ
l
ラとスペ
イン・ファシズム
上記のような構成を持つ本論文は、大別して以下の
5
つ
の部分から成る。
まず序章では、近年のファシズム論およびスペイン・
ファシズム研究の動向が概観され、前述した論者の問題視角と方法とが論じられたのち、スペイン・ファシズムの特徴の解明が本論文の目的として設定 る。そ て、第二共和政期スペインのファシズム勢力「ファラ ヘ」の二人
第二共和政期におけるスペイン・ファシズムの思想と運動
のリーダー(ホセ・アントニオ・プリモ・デ・リベ
l
ラと
レデスマ・ラモス)の思想と行動が具体的な考察対象として選定され、史料状況が示される。
第一章は、スペイン・ファシズムを考察するうえで前提
となる政治・社会・思想の を整理している。本章の特徴は、スペイン ファシズムが強調したナショナリズムの意味を掘り下げるため、一九
1
二
O
世紀転換期から一九三
O
年までの時期の、いわば前ファシズム期の思想潮流を僻
服している点にある。それによ ば、米西戦争以降、スペイン社会は文化的悲観論に覆われていたが、同時にま その状況を打破しようと試み さまざまな動きがあらわれていた。スペインの絶対 な肯定を強調したホセ・マリア・サラベリ
1
アのナショナリズム思想や、プリモ政権で労働
大臣を務めたエドゥアルド・アウノスのコ
l
ポラテイズム
構想などはその一例である。論者はこれら保守主義からの現状批判を、のち スペイン・ファシズム思想の重要な部分を形成する要素として位置づけ 。
第二章は、第二共和政期におけるファシズム 特徴を運
動面から分析している。論者はここ 、貴重な一次史料を豊富に用いて、ホセ・アントニオとレデスマがそれぞれ創設した政治集団(「ファランヘ・エスパニョ
l
ラ」、「国家
の征服」、匂
o z m )
の展開過程を追い、ホセ・アントニオ
が運動の主導権を握る経緯を綿密に跡づけている。加え 、
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ここではファシズム運動と思想の連関も明確に示されている。すなわち、スペイン・ファシズムは現実の政治空間に参入した「新参者」であるがゆえに、他の競合勢力との差別化をはかる必要性から新奇な主張を示す必要があり、具体的にはそれがナショナリズムとサンディカリズム的要素を接合したナショナル・サンデイカリズムという新しいイデオロギー形態としてあら れたことである。
第三章および第四章では、思想としてのスペイン・ファ
シズムの特徴が、レデスマとホセ ア トニオのそれぞれの思想の詳細な分析を?っじて明らかにさ ている。レデスマは、イタリア・ファシズム ドイツのナチズムからの影響を強く受けながら、ナショナリズムとアナルコ・サンディカリズムを融合したナショナル・サンデイカリズムを提唱した。そこには思想的独自性はほとんど見 れ いが論者はナショナル・サンデイカリズムを「古きものの打破と新しきものの賞賛」と「国民国家」創出のためのイ オロギーと てとらえた彼の認識に注目することにより、レデスマによりはじめてスペイン・ファシズムが統 原理イデオロギーを得たこ を明らかにした。他方、スペイン・ファシズムのもうひ り 指導者であるホセ・アントニオにとって、ファシズム 政党政治、地域ナショナム、階級闘争により分断状態に陥っ いるスペイ を救済する手段であった。論者は、ホセ・アントニオ 著作、発
86 
言を丹念に調べ上げて、個の犠牲によって成り立つ「調和」を重視して「運命共同体」としての「国民」の構築を志向した彼のファシズム理念の特性を抽出し いる。
そして、終章ではレデスマとホセ・アントニオの二人の
思想を比較検討したうえで、本論文全体を総括している。それによれば、スペイン・ファシズムの思想においては、大衆動員をはかりながら「国民国家」の創出をめざ たレデスマのファシズムと、「調和」の理念のもとに「運命共同体」構築をめざすホセ・アントニオのファシズムが並立していた。そして、運動としても思想と も、第二共和政期において ペイン・ファシズムはレデスマの 強硬なファシズム」ではなくホセ・アントニオの 柔軟なズム」に帰着した。政治勢力として見る らば、た かに第二共和政期にファシズムは大衆的基盤の確立に失敗した。だが、論者はスペイン・ファシズムが「柔軟なファシズム」であったからこそ、その後のブラ コ体制下において伝統勢力と親和性を持ち続け、状況 変化に応じて「読みかえ」可能なイデオロギーと 生き延びるこ なったと結論づけている。
このように、本論文では第三章、第四章での分析にむけ
て各章が構成されている。その際、とりわ スペイン・ファシズムの運動と思想の両面から 一次史料が丹念に読み込まれている点は注目に値す なぜなら、それによっ
てスペイン・ファシズムの思想的特徴が現実問題との連関のなかで如実に示されることとなり、本論文に説得性を持たせているからである。以上の点から、本論文で意図した研究目的は十分に達成されている 考えられる。三史料・文献収集の広さと 証性について
本論文は、スペイン・ファシズムに関する一次史料・二
次文献が豊富に用いられている点に特徴があ 。巻末のリストから明らかなように、論者は主としてマドリ
l
ドの国
立歴史文書館、国立図書館、市立新聞資料館で文献史料を渉猟している。これらの機関に所蔵されている文献・史料はおおむね体系的に整理・分類され 目的の史 に到達しやすい環境にある。とはいえ、外国か 史料調査 赴く場合、長期間にわたり幾度も足を運ぶ必要が生じる。こうた状況のもとで、論者は時間をかけて現地で史料調査を行っ 。その結果、とりわけ国立歴史文書館 は これまで国内外の研究で ほとんど利用されていない貴重な裁判記録と警察史料を閲覧することができた。このように、本論文の豊富な史料は 論者の粘り強い努力の成果とみなすことができる。
加えて、本論文が対象としている第二共和政期スペイン
の一次史料は、内乱期に焼失、散逸 るなど、およそ入手が困難であるものが多い。そのような史料状況のなかで、
第二共和政期におけるスペイン・ファシズムの思想と運動
論者は関係政党の機関誌、思想家の著作等、関連する文献・史料の可能な限り収集と活用を心がけており、それによって史料にたいする詳細な批判が可能となった。一次史料と二次文献の双方における収集と批判的分析が十分に行われた結果として、スペイン・ファシズムの思想と運動の特徴が明瞭に現れるに至った。
以上の点から、史料・文献収集とそれらの活用が十分に
行われていると判断でき 。
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四研究の展望
以上のような成果をもちながらも、本論文にはいくつか
の限界および不十分な点がある。例えば、論者は第一章においてスペイン・ファシズム思想のいわば先駆 としてサラベリ
l
アとアウノスの議論を提示しているが、論者の意
図が必ずしも十分に読者に伝わる叙述にはなっていない。また、論者はスペイン・ファシズム思想の一貫性を重視しているが 現実のなかで政治運動を展開する以上、レデスマもホセ・アントニオ その思想に論理的矛盾や場当 り的発言がまっ くなかったとは考えられず、彼らの主張が現実から受けてい 制約につ も、さ に綿密に検討する必要がある。これらの点は、口述試験で指摘された。
こうした点が克服されるならば、本論文はより説得力を
持つものとなる。論者もその点に関して十分に理解してお
87 
り、思想研究の展望と限界を意識しつつ上記の問題を今後の研究課題とすることを表明している。五口述試験について
日暮、近江、深津の三委員によって行われた。三委員か
らの総括的質問と個別的質問にたいし、本論文提出者は適切かつ明快に答え、十分に対応し と判断された。なお、傍聴者は五名(本学大学院文学研究科院生一名 その他四名)だった。
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